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研究成果の概要 

 

医薬品安全監視に関する SNSサンプルに対するアノテーション作業を実施して問題点の洗い出

しを行い、独仏グループとのオンラインミーティングを通じてアノテーション仕様の詳細化を行った。

SNSサンプルに対してアノテーション作業を進めながら、仕様の修正作業を実施した。 

十分な訓練データの入手が困難な状況での固有表現認識、および、関係解析技術に関する手

法を構築した。また、固有表現および関係情報抽出を同時に生成する生成モデルを提案し、その

有効性を確認した。また、Covid-19に関する学術論文データを対象として，新規ドメインにおける

固有表現抽出手法の評価と誤り分析を行い、国際会議で発表した。 

医学分野の日本語論文の抄録から事前学習済モデル（RoBERTa）を構築して公開した。また、

ベンチマークデータセットを使って構築した言語モデルの有用性を評価し、論文を対象とする言語

タスクにおいて従来のモデルより優れた性能が得られることを示した。さらに、論文中に出現する文

の機能に注目した埋め込み表現の獲得手法を提案して、国際ワークショップで発表した。 

Tweet約 2000件をサンプリングし、症状や医薬品の表現と、有害事象の有無をアノテーションし

たデータを独仏チームに先行して構築した。まさらに，第 1版として完成したアノテーション仕様に

基づいて、新規ツイート 560件および質問投稿サイト（Yahoo!知恵袋）の副作用に関する質問・回

答 60件からなるコーパスのアノテーションを完了した。 

医薬品安全に関する国際シェアードタスク NTCIT-17 Real-MedNLPで用いた、副作用情報が

付与された日英パラレルコーパスを中国語にも翻訳し、国際的可用性を高めた。また、副作用に

関する Tweetを元に言語生成モデルで出力した 10,000件の擬似 Tweet (日本語)に副作用情報

を付与したデータを作成した。 
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